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先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
氣
の
思
想

戦
園
時
代
の
竹
簡
資
料
を
中
心
に
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中
園
思
想
史
に
お
い
て
重
要
な
概
念
の
―
つ
で
あ
る
氣
概
念
の
成
立

と
展
開
に
つ
い
て
は
、
従
来
専
ら
偕
世
文
獣
に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
の
郭
店
一
琥
楚
墓
か

ら
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
を
は
じ
め
と
す
る
戦
薗
時
代
の
竹
簡
資
料
の
中

に
も
、
氣
を
説
く
文
獣
が
複
敷
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
か
か
る
新
出

土
資
料
に
お
け
る
氣
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
先
秦
時

代
に
お
け
る
氣
概
念
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
新
た
な
展
望
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
儒
家
の
側
世
文
獣

と
戦
園
時
代
の
竹
簡
資
料
と
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
概
念
を
検
討

し
、
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
氣
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
。

な
お
、
検
討
の
封
象
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
陰
」
・
「
陽
」

を
氣
と
見
な
す
か
ど
う
か
な
ど
、
恨
重
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
企
稿
で
は
便
宜
的
に
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
等
に
闊
し
て
は

字
に
繹
読
さ
れ
て
い
る
用
例
を
、
ま
た
偲
世
文
獣
に
つ
い
て
は

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
封
象
と
す
る
（
注
1
)
0

は
じ
め
に

(
-
）
孔
子
日
、
二
戒
。
少
之
時
、
血
氣
未
定
、

及
其
牡
也
、
血
氣
方
剛
、
戒
之
在
闘
。
及
其
老
也
、

rfn

之
在
得
。
」
（
季
氏
篇
）

（
二
）
曾
子
有
疾
。
孟
敬
子
問
之
。
曾
子
言
日
、
「
鳥
之
将
死
、
其
鳴
也

哀
。
人
之
将
死
、
其
言
也
善
。
君
子
所
貴
乎
道
者
三
、
動
容
貌
、
斯

遠
暴
慢
突
。
正
顔
色
、
斯
近
伯
突
。
出
僻
氣
、
斯
遠
郡
倍
突
。

之
事
、
則
有
司
存
。
」
（
泰
伯
篇
）

（
三
）
入
公
門
、
鞠
射
如
也
、
如
不
容
。
立
不
中
門
、

色
勃
如
也
、
足
覆
如
也
、
其
言
似
不
足
者
。

側
世
文
獣
に
お
け
る
氣

過
位
、

鞠
船
如
也
、 戒

行
論
の
都
合
上
、
本
章
で
は
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
思
想
を
傭

え
る
と
さ
れ
る
主
な
得
世
文
獣
と
し
て
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
・
『
荀
子
』

を
取
り
上
げ
、
各
文
獣
に
お
け
る
氣
に
開
す
る
思
考
を
確
認
す
る
。

『
論
語
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
は
以
下
の
四
例
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
基
本
的
に
人
間
の
身
罷
に
闊
す
る
氣
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
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屏
氣
似
不
息
者
。
出
降
一
等
、
退
顔
色
、
恰
恰
如
也
。
没
階
趨
進
、

翼
如
也
。
復
其
位
、
販
踏
如
也
。
（
郷
党
篇
）

（
四
）
食
不
厭
精
、
謄
不
厭
細
。
食
饉
而
鍋
魚
飯
而
肉
敗
、
不
食
。
色

悪
不
食
、
臭
悪
不
食
。
失
任
不
食
、
不
時
不
食
。
割
不
正
不
食
、
不

得
其
醤
不
食
。
肉
雖
多
、
不
使
勝
食
氣
。
唯
酒
無
量
、
不
及
胤
。
（
郷

党
篇
）

資
料
(
-
)
で
は
、
孔
子
の
登
言
と
し
て
、
人
間
の
血
氣
の
あ
り
方

は
若
年
期
・
牡
年
期
・
老
年
期
と
髪
化
し
、
そ
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
に
は
「
戒
む
る
」
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
血

氣
は
、
人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
し
、
身
骰
を
構
成
す
る
要
素
の
一
っ

と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
（
二
）
の
「
僻
氣
を
出
」
す
こ
と
は
言
語
を
骰

す
る
こ
と
を
、
ま
た
資
料
（
三
）
の
「
氣
を
屏
」
め
る
こ
と
は
呼
氣
を

抑
制
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
（
二
）
．

（
三
）
の
氣
に
は
、
も
と
も
と
人
間
の
身
骰
内
部
に
存
在
し
、
そ
れ
が

外
界
に
向
け
て
骰
せ
ら
れ
る
と
の
共
通
貼
が
認
め
ら
れ
る
。
資
料

（
四
）
の
「
食
氣
」
は
、
人
間
の
身
罷
内
部
か
ら
外
界
へ
向
け
て
登
せ

ら
れ
る
も
の
と
は
解
し
が
た
い
が
、
食
べ
る
と
い
う
行
為
と
閥
わ
る
も

の
で
、
お
そ
ら
く
「
血
氣
」
と
同
様
に
人
間
の
身
骰
内
部
に
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
に
お
け
る
氣
は
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に

人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、

六
四
頁

『
論
語
』
の
氣
の
用
例
は
少
な
く
、
相
互
の
開
連
性
に
つ
い
て
も
甚
だ

把
握
し
難
い
。
そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
論
語
』
に
は
人

間
の
精
神
的
活
動
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
指
す
氣
が
見
出
さ
れ
な
い
黙

で
あ
る
（
注
2
)
0

績
い
て
『
孟
子
』
に
お
け
る
氣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
孟
子
』
に

お
い
て
は
、
公
孫
丑
上
篇
に
氣
の
用
例
が
多
敷
登
場
す
る
。

）
日
、
「
不
動
心
有
道
乎
。
」
日
、
「
有
。
北
宮
闘
之
養
勇
也
、
不
膚

撓
、
不
目
逃
。
思
以
一
嘔
挫
於
人
、
若
撻
之
於
市
朝
。
不
受
於
褐
寛

博
、
亦
不
受
於
萬
乗
之
君
。
視
刺
萬
乗
之
君
、
若
刺
褐
夫
、
無
厳
諸

侯
。
悪
聾
至
、
必
反
之
。
孟
施
舎
之
所
養
勇
也
、
日
、
『
視
不
勝
猶

勝
也
。
量
敵
而
後
進
、
慮
勝
而
後
會
、
是
畏
三
軍
者
也
。
舎
登
能
為

必
勝
哉
、
能
無
憚
而
已
突
。
』
孟
施
舎
似
曾
子
、
北
宮
勁
似
子
夏
゜

夫
二
子
之
勇
、
未
知
其
執
賢
。
然
而
孟
施
舎
守
約
也
。
昔
者
曾
子
謂

子
譲
子
襄
日
、
『
子
好
勇
乎
。
吾
嘗
聞
大
勇
於
夫
子
突
。
自
反
而
不

縮
、
雖
褐
寛
博
、
吾
不
佃
焉
。
自
反
而
縮
、
雖
千
萬
人
吾
往
突
。
』

孟
施
舎
之
守
氣
、
又
不
如
曾
子
之
守
約
也
。
」
（
公
孫
丑
上
）

（
六
）
曰
、
「
敢
問
夫
子
之
動
心
、
輿
告
子
之
不
動
心
、
可
得
聞
輿
。
」
「
告

子
日
、
『
不
得
於
言
、
勿
求
於
心
。
不
得
於
心
、
勿
求
於
氣
。
』
不
得

於
心
、
勿
求
於
氣
、
可
。
不
得
於
言
、
勿
求
於
心
、
不
可
。
夫
志
、

氣
之
帥
也
。
氣
、
罷
之
充
也
。
夫
志
至
焉
、
氣
次
焉
。
故
日
、
『
持

其
志
、
無
暴
其
氣
。
』
」
「
既
日
、
『
志
至
焉
、
氣
次
焉
。
』
又
日
、
『
持
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其
志
、
無
暴
其
氣
』
者
、
何
也
。
」
「
志
壼
則
動
氣
、
氣
壼
則
動

志
也
。
今
有
躁
者
趨
者
、
是
氣
也
、
而
反
動
其
心
。
」
（
公
孫
丑
上
）

（
七
）
「
敢
間
夫
子
悪
乎
長
。
」
日
、
「
我
知
言
、
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。
」

「
敢
問
何
謂
浩
然
之
氣
。
」
日
、
「
難
言
也
。
其
為
氣
也
、
至
大
至
剛
゜

以
直
養
而
無
害
、
則
塞
子
天
地
之
間
。
其
為
氣
也
、
配
義
奥
道
。
無

是
、
餃
也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
。
行
有
不
嫌
於
心
、

則
餃
突
。
」
（
公
孫
丑

資
料
（
五
）
で
は
、
孟
胴
が
弟
子
の
公
孫
丑
に
封
し
て
、
孟
施
舎
は

自
軍
の
置
か
れ
た
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
に
常
に
敵
を
恐
れ
る
こ
と
な

く
、
ひ
た
す
ら
攻
撃
的
で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
豫
め
敵
の
戦
力
を
把
握

し
て
勝
算
が
あ
る
と
判
斯
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
會
戦
す
る
と
い
う
や

り
方
を
「
三
軍
を
畏
る
る
」
も
の
と
し
て
否
定
し
た
と
し
、
そ
う
し
た

孟
施
舎
の
姿
勢
を
「
氣
を
守
る
」
も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で

の
氣
は
精
神
的
活
動
と
し
て
の
戦
闘
意
欲
を
指
し
、
「
氣
を
守
る
」
と

は
高
い
戦
闘
意
欲
を
維
持
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
資

料
（
六
）
で
は
、
孟
朝
が
「
夫
れ
志
は
、
氣
の
帥
な
り
。
氣
は
、
罷
の

充
な
り
。
夫
れ
志
至
れ
ば
、
氣
次
ぐ
」
と
、
氣
を
人
間
の
身
骸
内
部
に

充
滴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
志
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
そ
し
て
、
「
志
至
れ
ば
、
氣
焉
に
次
ぐ
」
と
、
基
本
的

に
は
志
が
氣
に
優
先
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「
其
の
志
を
持
し
て
、

の
氣
を
暴
う
こ
と
無
か
れ
」
と
、
志
を
正
し
く
保
持
す
べ
き
こ
と
を

主
張
す
る
。
こ
こ
で
「
骰
の
充
」
と
さ
れ
て
い
る
氣
は
、
基
本
的
に
人

間
の
身
罷
を
構
成
す
る
要
素
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
孟
朝
は

「
志
壼
な
れ
ば
則
ち
氣
を
動
か
し
、
氣
壼
な
れ
ば
則
ち
志
を
動
」
か
す

と
、
志
と
氣
と
が
相
互
に
作
用
し
合
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
氣
と
人
間
の
精
神
的
活
動
と
の
闊
係
を
密
接
な
も
の
と
捉
え
る
貼

は
、
孟
朝
の
説
く
氣
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

資
料
（
七
）
に
登
場
す
る
有
名
な
「
浩
然
の
氣
」
は
、
孟
朝
自
身
も

「
言
い
難
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
難
い
が
、
「
行

心
に
嫌
か
ら
ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
霰
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
て
、
や
は
り
こ
の
氣
は
心
の
精
神
的
活
動
と
密
接
に
闊
わ
り
、
そ

し
て
基
本
的
に
孟
朝
自
身
の
身
罷
内
部
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
浩
然
の
氣
」
は
「
至
大
至
剛
」

で
あ
り
、
「
直
を
以
て
養
い
て
害
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の

間
に
塞
る
」
と
、
天
地
間
に
行
き
渡
る
ほ
ど
の
も
の
で
も
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
黙
で
あ
る
。
「
浩
然
の
氣
」
は
基
本
的
に
人
間
の
身
骸
内
部
に

あ
る
が
、
時
に
人
間
の
身
骸
の
内
部
か
ら
そ
の
外
側
へ
と
廣
が
り
、
ひ

い
て
は
世
界
全
罷
に
ま
で
拡
散
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
、
氣
に
は

世
界
全
罷
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
物
質
的
な
性
格
が
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
孟
子
』
の
中
で
、
公
孫
丑
上
篇
以
外
の
篇
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る

氣
も
、
基
本
的
に
や
は
り
人
間
の
身
罷
内
部
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。



（
八
）
其
日
夜
之
所
息
、
平
旦
之
氣
、
其
好
悪
輿
人
相
近
也
者
幾
希
、

則
其
旦
書
乏
所
為
、
有
桔
亡
之
突
。
桔
之
反
覆
、
則
其
夜
氣
不
足
以

存
。
夜
氣
不
足
以
存
、
則
其
違
禽
獣
不
遠
突
。
人
見
其
禽
獣
也
、
而

以
為
未
嘗
有
才
焉
者
、
是
登
人
之
情
也
哉
。
故
荀
得
其
養
、
無
物
不

長
。
荀
失
其
養
、
無
物
不
消
。
（
告
子
上
）

（
九
）
孟
子
自
痘
之
齊
、
望
見
齊
王
之
子
。
哨
然
歎
日
、
「
居
移
氣
、

移
骰
、
大
哉
居
乎
。
夫
非
盪
人
之
子
輿
。
」
（
尽
心
上
）

資
料
（
八
）
で
説
か
れ
て
い
る
「
平
旦
の
氣
」
と
「
夜
氣
」
と
は
、

人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
し
養
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
禽
獣
よ

り
も
秀
で
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
氣
を
十
分
に
養
う
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
可
能
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
氣
は
、
「
良
心
」
を
持
つ
人
間
、

つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
に
善
な
る
性
を
備
え
た
人
間
が
、
善
に
赴
く
行

動
を
行
う
も
と
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
「
平
旦
の
氣
」

と
「
夜
氣
」
は
、
人
間
の
身
罷
内
部
に
あ
っ
て
人
間
が
善
に
赴
く
根
撼

と
な
る
が
、
結
果
と
し
て
善
に
赴
く
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。
結
果
は
あ
く
ま
で
も
「
其
の
養
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
資
料
（
九
）
に
お
い
て
は
、
人
間

の
あ
り
方
を
、
「
居
」
や
「
養
」
と
い
っ
た
後
天
的
な
要
因
が
規
定
す

る
こ
と
を
指
し
て
、
「
居
は
氣
を
移
し
、
養
は
謄
を
移
す
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
氣
も
身
骰
を
構
成
す
る
要
素
の
つ
と
考
え
ら
れ

る。

六
六
頁

以
上
、
『
孟
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
を
検
討
し
た
。
そ
の

結
果
、
『
孟
子
』
に
お
け
る
氣
は
、
人
間
の
身
憫
を
構
成
す
る
要
素
と

し
て
の
物
質
的
な
も
の
を
指
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
人
間
の
精
神
的
作
用

を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
人
間
の
身
罷
内
部
に
存

在
す
る
氣
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
浩
然
の
氣
」
「
平
旦
の
氣
」
「
夜
氣
」

な
ど
、
人
間
が
善
に
赴
く
行
動
の
も
と
と
な
る
も
の
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の
身
罷
内
部
に
あ
る
「
浩

然
の
氣
」
が
、
「
天
地
の
間
」
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
る
と
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
思
考
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
特
に
、
孟
朝

の
説
く
氣
が
単
に
人
間
の
身
罷
内
部
だ
け
に
存
在
し
そ
れ
を
構
成
す
る

も
の
で
は
な
く
、
世
界
全
罷
に
存
在
し
萬
物
を
構
成
す
る
と
の
性
格
を

有
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

績
い
て
、
『
荀
子
』
に
お
け
る
氣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
ず
『
荀

子
』
に
お
い
て
特
に
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
血
氣
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。

(

1

 

0
)
今
世
俗
之
胤
君
、
郷
曲
之
倶
子
、
莫
不
美
麗
眺
冶
、
奇
衣
婦
飾
、

血
氣
態
度
擬
於
女
子
。
（
非
相
）

(
―
-
）
世
俗
之
為
説
者
日
、
発
舜
檀
譲
。
是
不
然
。
（
中
略
）
日
、
老

衰
而
檀
。
是
又
不
然
。
血
氣
筋
力
則
有
衰
、
若
夫
智
慮
取
舎
則
無

衰
。
（
正
論
）
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(
―
-
）
凡
生
天
地
之
間
者
、
有
血
氣
之
隔
必
有
知
。
有
知
之
隔
莫
不

愛
其
類
。
（
中
略
）
故
有
血
氣
之
隔
莫
知
於
人
。
故
人
之
於
其
親
也
、

至
死
無
窮
。
（
麗
論
）

（
一
三
）
扁
善
之
度
、
以
治
氣
養
生
、
則
後
影
祖
。
以
修
身
自
強
、
則

配
発
萬
。
宜
於
時
通
、
利
以
虞
窮
、
麗
信
是
也
。
凡
用
血
氣
、
志
意

知
慮
、
由
麗
則
治
通
、
不
由
麗
則
勃
胤
提
慢
。
（
脩
身
）

（
一
四
）
治
氣
養
心
之
術
、
血
氣
剛
強
、
則
柔
之
以
調
和
。
知
慮
漸
深
、

則
一
之
以
易
良
。
（
中
略
）
凡
治
氣
養
心
之
術
、
莫
捏
由
麗
、
莫
要

得
師
、
莫
神
一
好
。
夫
是
之
謂
治
氣
養
心
之
術
也
。
（
脩
身
）

（
一
五
）
君
子
貧
窮
而
志
廣
、
富
貴
而
骸
恭
、
安
燕
而
血
氣
不
惰
、
努

勘
而
容
貌
不
枯
、
怒
不
過
奪
、
喜
不
過
予
。
君
子
貧
窮
而
志
廣
、
隆

仁
也
。
富
貴
而
罷
恭
、
殺
執
也
。
安
燕
而
血
氣
不
衰
、
東
理
也
。
努

勘
而
容
貌
不
枯
、
好
文
也
。
怒
不
過
奪
、
喜
不
過
予
、
是
法
勝
私
也
。

（
脩
身
）

（
一
六
）
是
故
窮
則
必
有
名
、
達
則
必
有
功
、
仁
厚
兼
覆
天
下
而
不
閲
、

明
達
周
天
地
理
萬
髪
而
不
疑
、
血
氣
和
平
、
志
意
廣
大
、
行
義
塞
於

天
地
之
間
、
仁
智
之
極
也
。
夫
是
之
謂
聖
人
。
審
之
麗
也
。
（
君
道
）

（
一
七
）
故
築
行
而
志
清
、
麗
脩
而
行
成
、
耳
目
聰
明
、
血
氣
和
平
、

移
風
易
俗
、
天
下
皆
寧
、
美
善
相
築
。
（
築
論
）

（
一
八
）
日
、
此
夫
安
寛
平
而
危
険
饂
者
邪
゜
脩
潔
之
為
親
、
而
雑
汗

之
為
秋
者
邪
。
甚
深
蔵
而
外
勝
敵
者
邪
。
法
萬
舜
而
能
禽
迩
者
邪
゜

行
為
動
静
待
之
而
後
適
者
邪
。
血
氣
之
精
也
、
志
意
之
榮
也
、
百
姓

待
之
而
後
寧
也
、
天
下
待
之
而
後
平
也
。
明
達
純
粋
而
無
疵
也
、

是
之
謂
君
子
之
知
。
知
。
（
賦
）

資
料
(

1

0
)
の

と

は

、

は

、

外

界

か

ら

観

察
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
そ
の
人
物
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
指
す
。
人
間
の

身
謄
内
部
の
血
氣
の
あ
り
方
が
、
そ
の
人
物
の
行
動
と
な
っ
て
外
界
に

向
け
て
表
出
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
料
(
―
-
）
の
「
血

氣
筋
力
」
は
、
人
間
の
身
罷
、
こ
こ
で
は
発
・
舜
の
身
罷
的
な
能
力
や

機
能
、
及
び
そ
の
根
撮
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
『
論
語
』
の
血
氣
と
同

じ
く
老
年
に
至
れ
ば
衰
え
て
い
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
資
料
（
一

二
）
で
は
、
鳥
獣
を
含
め
た
「
血
氣
有
る
の
隔
」
に
は
お
よ
そ
知
覺
が

備
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
同
類
の
も
の
を
愛
す
る
が
、
中

で
も
人
間
は
最
も
優
れ
た
知
覺
を
備
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
人
間
に
限

ら
ず
他
の
動
物
に
も
廣
く
血
氣
が
あ
る
と
す
る
思
考
は
、
氣
が
そ
も
そ

も
人
間
の
身
罷
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
萬
物
を
構
成
す
る
と
の
思
考

を
前
提
と
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
資
料
(
-
三
）
・
(
-
四
）
で
は
、

い
ず
れ
も
麗
に
基
づ
い
て
「
氣
を
治
む
」
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
の
血
氣
が
「
知
慮
」
等
と
共
に
人
間
の
身
憫
内
部
に
存
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
資
料
(
-
五
）
に
お
い
て
は

君
子
た
る
者
の
血
氣
の
活
動
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
ま
た
資
料

（
一
六
）
に
お
い
て
は
「
麗
を
審
ら
か
」
に
す
る
聖
人
は
「
血
氣
和
平
」
、

す
な
わ
ち
血
氣
が
よ
く
整
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
説
か
れ
て
い



る
。
こ
れ
ら
の
血
氣
は
或
い
は
「
志
意
」
等
と
蚊
列
の
闊
係
に

置
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
人
間
の
身
憫
内
部
に
存
在
し
、
そ
の
肉
罷
を

構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
（
一
七
）
も
、
膿
築
が
整
い
理

想
的
な
統
治
が
行
わ
れ
て
い
る
状
態
と
し
て
「
血
氣
和
平
」
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
資
料
(
-
八
）
に
お
い
て
は
、
血
氣
は
「
志
意
」
と
蚊

立
さ
れ
、
天
下
を
よ
く
治
め
る
君
子
の
身
罷
と
精
神
と
が
理
想
的
な
あ

り
方
で
あ
る
こ
と
を
「
血
氣
は
之
れ
精
に
、
志
意
は
之
れ
榮
に
」
と
の

状
態
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
荀
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
血
氣
は
、
人

間
の
身
骰
内
部
に
存
在
し
て
そ
の
身
骰
を
構
成
す
る
要
素
の
―
つ
で
あ

り
、
人
間
の
知
覺
や
身
憫
的
能
力
、
行
動
の
根
撼
と
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
血
氣
の
働
き
は
、
精
神
的
作
用
と
も
深
く

闊
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
血
氣
有
る
」

も
の
が
人
間
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鳥
獣
も
含
ま
れ
て
い
る
貼

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
荀
子
』
に
お
け
る
氣
が
、
人
間
以
外
の
動

物
、
ひ
い
て
は
萬
物
す
べ
て
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
荀
子
』
に
お
い
て
は
、
血
氣
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
人
間
の

身
罷
内
部
に
存
在
す
る
氣
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
一
九
）
問
桔
者
、
勿
告
也
。
告
桔
者
、
勿
問
也
。
説
桔
者
、
勿
聴
也
。

有
争
氣
者
、
勿
輿
僻
也
。
故
必
由
其
道
至
、
然
後
接
之
。
非
其
道
則

六
八
頁

避
之
。
故
膿
恭
、
而
後
可
輿
言
道
之
方
。
僻
順
、
而
後
可
輿
言
道
之

理
。
色
従
而
後
可
輿
言
道
之
致
。
故
未
可
輿
言
而
言
、
謂
之
傲
。
可

輿
言
而
不
言
、
謂
之
隠
。
不
観
氣
色
而
言
、
謂
瞥
。
故
君
子
不
傲
、

不
隠
、
不
瞥
、
謹
順
其
身
。
（
勧
學
）

（二

0
)
君
子
之
學
如
蜆
、
幡
然
遷
之
。
故
其
行
妓
、
其
立
妓
、
其
坐
妓
、

其
置
顔
色
、
出
僻
氣
放
。
無
留
善
、
無
宿
間
。
（
大
略
）

（
ニ
―
)
夏
首
之
南
有
人
焉
。
日
消
蜀
梁
。
其
為
人
也
、
愚
而
善
畏
。

明
月
而
宵
行
、
俯
見
其
影
、
以
為
伏
鬼
也
。
仰
視
其
髪
、
以
為
立
魅

也
。
背
而
走
、
比
至
其
家
、
失
氣
而
死
。
覺
不
哀
哉
。
（
解
蔽
）

（
二
ニ
）
凡
姦
聾
感
人
而
逆
氣
應
之
、
逆
氣
成
象
而
胤
生
焉
。
正
聾
感

人
而
順
氣
應
之
、
順
氣
成
象
而
治
生
焉
。
唱
和
有
應
、
善
悪
相
象
、

故
君
子
懺
其
所
去
就
也
。
君
子
以
鐘
鼓
道
志
、
以
琴
翡
築
心
。
動
以

干
戚
、
飾
以
羽
梶
、
従
以
磐
管
。
故
其
清
明
象
天
、
其
廣
大
象
地
、

其
俯
仰
周
旋
有
似
於
四
時
。
（
築
論
）

（
二
三
）
君
子
力
如
牛
、
不
輿
牛
争
力
。
走
如
馬
、
不
輿
馬
争
走
。
知

如
士
、
不
輿
士
争
知
。
彼
争
者
均
者
之
氣
也
。
（
発
問
）

資
料
(
-
九
）
の
は
、
他
者
と
争
う
行
動
の
も
と
と
な
る

も
の
を
、
ま
た
「
氣
色
」
は
、
「
替
」
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

通
常
視
覺
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
顔
色
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
二
つ
の
氣
は
、
い
ず
れ
も
い
わ
ば
人
間
の
身
憫
内
部
か
ら
外

界
へ
向
け
て
登
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
物
の
精
神
の
あ
り
方
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と
深
く
開
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
（
二

0
)
の
「
僻
氣
を
出

す
」
こ
と
は
言
語
を
登
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
「
顔
色
を
置
」
＜
こ
と

と
蚊
立
さ
れ
て
、
と
も
に
君
子
が
學
ぶ
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
資

料
（
ニ
―
)
で
は
、
「
愚
に
し
て
善
＜
畏
る
」
る
消
蜀
梁
な
る
人
物
が
、

鬼
を
恐
れ
る
あ
ま
り
「
氣
を
失
い
て
死
」
ん
で
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
の
氣
は
人
間
の
生
そ
の
も
の
を
成
立
さ
せ
る
構
成
要
素
と

考
え
ら
れ
る
。
資
料
（
二
ニ
）
で
は
、
「
逆
氣
」
と
「
順
氣
」
と
の
二

つ
の
封
に
な
る
氣
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
氣
は
と
も
に
為
政

者
の
身
罷
内
部
に
存
在
す
る
氣
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
姦
聾
」
・
「
正
聾
」

を
聞
い
た
場
合
に
感
應
し
、
そ
れ
が
為
政
者
の
行
う
統
治
に
反
映
し
て

「
胤
」
・
「
治
」
を
登
生
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
資
料
（
二
三
）
は
、

周
公
旦
が
子
の
伯
禽
の
他
に
封
し
て
述
べ
た
言
葉
の
一
部
で
、
優
れ
た

能
力
を
有
す
る
他
者
と
争
お
う
と
す
る
行
動
は
、
そ
の
相
手
に
比
肩
し

よ
う
す
る
氣
が
あ
る
か
ら
だ
と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
氣
は
、
他

者
と
争
う
行
動
の
も
と
と
な
る
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
荀
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
は
、
血
氣

以
外
に
も
様
々
な
人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
す
る
氣
が
説
か
れ
て
い
る

が
、
『
荀
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
の
中
で
特
に
注
目
に
値
す

る
の
は
、
廣
＜
萬
物
に
存
在
す
る
氣
で
あ
る
。

（
二
四
）
水
火
有
氣
而
無
生
、
草
木
有
生
而
無
知
、
禽
獣
有
知
而
無
義
、

人
有
氣
、
有
生
、
有
知
、
亦
且
有
義
、
故
最
為
天
下
貴
也
。
力
不
若

牛
、
走
不
若
馬
、
而
牛
馬
為
用
、
何
也
。
人
能
群
、
彼
不
能
群

也
。
人
何
以
能
群
。
日
、
分
。
分
何
以
能
行
。
日
、
義
。
故
義
以
分

則
和
、
和
則
一
、
一
則
多
力
、
多
力
則
彊
、
彊
則
勝
物
。
故
宮
室
可

得
而
居
也
。
故
序
四
時
、
裁
萬
物
、
兼
利
天
下
、
無
｛
ヒ
故
焉
、
得
之

分
義
也
。
（
王
制
）

（
二
五
）
夫
業
者
、
築
也
、
人
情
之
所
必
不
免
也
。
故
人
不
能
無
業
、

築
則
必
登
於
聾
音
、
形
於
動
静
゜
而
人
之
道
聾
音
動
静
、
性
術
之
髪

壺
是
突
。
故
人
不
能
不
築
、
業
則
不
能
無
形
、
形
而
不
為
道
、
則
不

能
無
胤
。
先
王
悪
其
胤
也
、
故
制
雅
頌
之
聾
以
道
之
、
使
其
聾
足
以

築
而
不
流
、
使
其
文
足
以
辮
而
不
謁
、
使
其
曲
直
繁
省
廉
肉
節
奏
、

足
以
感
動
人
之
善
心
、
使
夫
邪
汚
之
氣
無
由
得
接
焉
。

資
料
（
二
四
）
で
は
、
人
間
が
萬
物
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と

が
説
か
れ
る
中
で
、
水
火
か
ら
草
木
・
禽
獣
・
人
に
至
る
ま
で
が
す
べ

て
「
氣
」
を
有
す
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
萬
物

は
す
べ
て
氣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
資
料
（
二
五
）
で
は
、
先
王
の
制
定
し
た
理
想
的
な
音
築

は
、
「
邪
汚
の
氣
」
が
人
間
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
作
用

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
邪
汚
の
氣
」
の
詳
し
い
内
容
は
不
明
だ
が
、

こ
の
氣
は
人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

は
外
界
に
廣
く
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
資
料
（
二
四
）
・
（
二
五
）
か
ら
は
、

に
お
い



本
章
で
は
、
戦
國
時
代
の
竹
簡
資
料
が
出
土
す
る
以
前
の
、
偲
世
文

獣
の
み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
研
究
に
お
い
て
、
先
秦
時
代
に
儒
家
の

説
い
た
氣
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
す
る
。

平
岡
禎
吉
氏
は
『
淮
南
子
に
現
わ
れ
た
氣
の
研
究
』
（
理
想
社
、
一

九
六
一
年
）
に
お
い
て
、
儒
家
や
道
家
・
兵
家
な
ど
の
「
春
秋
時
代
よ

り
漢
初
に
及
ぶ
文
獣
」
に
よ
れ
ば
、
「
氣
の
観
念
は
多
岐
に
わ
た
り
、

し
か
も
一
學
派
に
偏
し
て
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
」
で
あ
り
、

「
換
言
す
れ
ば
、
氣
の
観
念
は
中
園
人
が
廣
く
共
通
し
て
抱
い
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
可
成
り
古
い
歴
史
を
有
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
」
と
し
、
「
氣
の
観
念
が
忽
然
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
、

確
信
」
し
つ
つ
も
、
氣
概
念
は
「
古
代
の
生
活
過
程
に
あ
っ
て
多
く
の

人
が
、
感
覺
し
、
直
感
す
る
、
直
接
経
瞼
の
中
か
ら
骰
生
し
た
も
の
」

儒
家
の
氣
に
闊
す
る
先
行
研
究

が
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
廣
く
萬
物
を
構
成
す
る
と
の
思
考
が
存
在
す

る
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
『
論
語
』
。
『
孟
子
』
。
『
荀
子
』
に
お
け
る
氣
に

開
す
る
思
考
を
確
認
し
た
。
次
章
で
は
、
か
か
る
偲
世
文
獣
に
お
け
る

用
例
を
踏
ま
え
た
先
行
研
究
が
、
こ
れ
ま
で
先
秦
時
代
の
儒
家
の
説
く

氣
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

で
あ
り
、
「
古
代
人
の
生
活
過
程
に
あ
っ
て
直
面
し
、
経
験
す
る
具
罷

的
事
賓
の
中
か
ら
、
幾
多
の
観
念
が
登
生
し
、
其
の
無
自
覺
性
の
中
か

ら
綜
合
さ
れ
構
成
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
自
然
的
に
登
生
し
て
廣
く
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
」
と
捉
え
る
（
注
3
)
0

そ
も
そ
も
平
岡
氏
は
、
先
秦
の
文
獣
に
闊
し
て
は
信
頼
性
に
問
題
が

あ
り
、
「
蓋
し
漢
初
に
於
て
さ
え
、
古
人
に
名
を
か
り
て
著
作
さ
れ
た

文
獣
が
現
わ
れ
、
今
日
の
如
き
偽
書
恨
托
の
論
が
な
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
真
偽
の
問
題
は
殆
ど
解
決
不
可
能
の
感
を
深
く
さ
せ
る
ば
か
り
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
漠
初
に
至
る
ま
で
の
典
籍
の
中
で
、
最
も
多
敷

の
「
氣
」
字
を
使
用
」
し
て
お
り
、
ま
た
「
古
い
資
料
を
も
集
め
て
、

あ
ら
ゆ
る
「
氣
」
説
を
網
羅
」
し
、
し
か
も
「
著
作
時
代
や
撰
者
が
明

ら
か
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
淮
南
子
』
を
検
討
の
中
心
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
戦
國
時
代
自
然
科
學
知
識
の
進
歩
に
つ
れ
て
表
面
化
し
、
観

念
的
に
統
合
さ
れ
集
大
成
さ
れ
て
氣
の
思
想
の
完
成
を
見
た
」
の
は
、

時
代
的
に
は
「
孟
子
、
荘
子
の
頃
で
あ
り
、
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た

人
は
恵
施
と
荘
子
で
あ
ろ
う
。
文
獣
と
し
て
は
無
論
、
呂
覧
、
淮
南
子

で
あ
る
」
と
す
る
。

黒
田
源
次
氏
の
『
氣
の
思
想
』
（
東
京
美
術
、
一
九
七
七
年
）
は
、
『
尚

書
』
・
『
易
経
』
・
『
春
秋
』
・
『
詩
経
』
・
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
・
『
荀
子
』
に

お
け
る
氣
の
用
例
を
検
討
し
、
氣
は
『
尚
書
』
・
『
易
経
』
・
『
春
秋
』
に

は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
『
論
語
』
の
氣

に
つ
い
て
「
何
れ
も
人
間
の
生
活
機
能
に
闘
係
あ
る
生
理
現
象
を
意

七
0
頁



論文

味

」

す

る

も

の

と

す

る

。

そ

し

て

の

氣

に

つ

い

て

、

「

見

複
雑
の
よ
う
で
あ
る
が
、
賓
は
何
れ
も
身
罷
に
基
礎
を
も
っ
た
心
理
的

機
能
で
、
士
氣
ま
た
は
勇
氣
に
屡
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
し
、

更
に
『
荀
子
』
に
つ
い
て
は
、
『
荀
子
』
の
氣
は
多
く
が
『
論
語
』
や
『
孟

子
』
に
お
い
て
見
出
し
得
た
氣
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
特

に
王
制
篇
の
「
水
火
」
の
氣
に
注
目
し
、
「
氣
を
水
火
の
如
き
無
生
物

に
認
め
た
例
は
上
述
の
諸
家
（
竹
田
注
ー
『
尚
書
』
『
易
経
』
『
春
秋
』

『
詩
経
』
『
論
語
』
『
孟
子
』
を
指
す
）
に
全
然
見
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
」

で
あ
る
と
見
な
す
。
そ
し
て
、
『
荘
子
』
や
『
列
子
』
、
『
呂
氏
春
秋
』
．

『
管
子
』
・
『
淮
南
子
』
に
お
け
る
氣
の
用
例
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
上

で
、
「
氣
」
の
文
字
は
「
戦
園
の
始
め
頃
に
使
い
出
さ
れ
、
時
代
と
共

に
流
行
し
て
い
っ
た
」
の
で
あ
り
、
「
『
荀
子
』
以
前
は
氣
は
僻
氣
ま
た

は
血
氣
（
食
氣
を
も
含
め
て
）
ま
た
は
勇
氣
（
志
氣
を
併
せ
て
）
と
い
っ

た
よ
う
な
生
命
に
闊
す
る
も
の
と
心
理
的
意
義
を
含
む
も
の
と
で
あ
っ

た
が
、
『
荀
子
』
に
始
め
て
水
火
ノ
氣
が
一
例
だ
け
現
わ
れ
、
次
で
『
荘

子
』
以
降
に
至
る
に
及
ん
で
天
地
ノ
氣
（
日
月
星
辰
山
川
風
土
ノ
氣
）

陰
陽
ノ
氣
（
四
時
寒
温
風
雨
晦
明
）
が
現
わ
れ
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
こ

の
自
然
の
氣
の
方
が
生
氣
を
圧
倒
す
る
の
勢
を
示
す
に
至
っ
た
」
と
す

る
。
要
す
る
に
黒
田
氏
は
、
戦
國
時
代
の
氣
概
念
の
内
容
は
、
も
と
も

と
人
間
の
生
命
や
心
理
と
闊
わ
る
「
生
氣
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
『
荀
子
』
に
よ
っ
て
「
自
然
の
氣
」
と
し
て
の
意
味
が
加

わ
り
、
そ
の
後
「
自
然
の
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
急
速
に

七

増
加
し
て
い
っ
た
、
と
捉
え
る
の
で
あ
る
（
注
4
)
0

小
野
澤
精
一
氏
は
「
齊
魯
の
學
に
お
け
る
氣
の
概
念
ー

『
管
子
』
ー
」
（
小
野
澤
精
一
•
福
永
光
司
・
山
井
湧
編
『

中
國
に
お
け
る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
ー
』
〔
東
京
＊

一
九
七
八
年
〕
所
収
）
に
お
い
て
、
『
論
語
』
に
お
け
る
氣
は
「
人
間

の
罷
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
の
血
氣
、
氣
息
と
酔
氣
、
穀
物
に
よ
る
生

氣
に
な
っ
て
い
て
、
一
見
斯
片
的
・
散
登
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
の

よ
う
に
み
え
る
」
が
、
「
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
く
と
、
そ
の
後
出

性
と
相
侯
っ
て
か
、
罷
を
中
心
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
人
間
の
と
ら
え

方
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
主
要
な
要
素
と
も
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
全
憫

的
な
生
の
基
本
を
作
る
重
貼
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
く
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
氣
を
生
み
出
し
た
背
景

に
「
西
方
に
封
す
る
東
方
の
齊
魯
と
い
う
地
域
的
な
特
色
」
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
「
西
方
の
も
の
は
、
外
の
自
然
の
ま
ま
に
順
應

す
る
か
、
上
の
櫂
威
の
厳
し
さ
に
服
従
す
る
か
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

の
に
封
し
て
、
東
方
の
も
の
は
、
自
然
と
櫂
威
を
人
間
の
集
圃
と
身
骰

の
内
部
に
求
め
る
傾
向
が
あ
る
と
、
み
る
こ
と
は
で
き
は
し
な
い
で
あ

ろ
う
か
」
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、

で
は
、

そ

の

も

の

は

、

戦

園

時

代

の

に

な

る

ま

思
想
的
な
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
重
要
な
概
念
と
し
て
登
場
し
て

く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
し
た
上
で
、
「
『
孟
子
』
に
み
ら
れ
る
「
氣
」

を
め
ぐ
る
思
想
状
況
」
に
は
、
「
心
に
闊
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
な
が

の
思
想
ー と



ら
、
む
し
ろ
心
自
骰
よ
り
も
、
心
の
底
の
意
識
下
に
あ
っ
て
、
心
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
心
を
含
め
て
身
骰
を
成
り
立
た

せ
て
い
る
も
の
の
ほ
う
に
、
闊
心
の
あ
り
か
は
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
受
け
取
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
、
ま

た
「
人
間
、
あ
る
い
は
自
然
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
と
に
考
え
ら
れ

た
「
氣
」
は
、
古
代
の
も
の
と
し
て
は
周
王
朝
が
中
心
の
『
詩
経
』
『
尚

書
』
に
は
み
え
ず
、
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
な
っ
て
か
ら
、
な
か
で

も
本
格
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
『
孟
子
』
の
浩
然
の
氣
に
な
っ
て
か

ら
は
じ
め
て
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
っ
に
は
内
容
的
な
廣
い
面

か
ら
は
、
思
想
史
的
な
立
場
に
立
っ
て
み
る
と
、
周
王
朝
の
天
命
思
想

を
中
心
と
し
て
、
自
然
の
個
々
の
精
霊
へ
の
信
仰
と
し
て
受
身
的
で

あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
頃
に
、
人
間
を
中
心
と
し
て
、
萬
物
を
成
り
立

た
せ
て
い
る
生
命
力
ヘ
の
自
覺
に
ま
で
昇
華
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と

捉
え
ら
れ
る
し
、
他
方
、
資
料
的
な
面
か
ら
は
、
地
域
的
に
み
る
と
、

西
方
の
秦
・
韓
・
魏
よ
り
は
、
東
方
の
齊
．
魯
、
特
に
齊
の
地
方
の
も

の
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
土
俗
的
な
、
不

老
不
死
の
術
の
盛
行
か
ら
く
る
心
と
罷
を
養
う
こ
と
へ
の
闊
心
の
高
ま

り
に
よ
る
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

澤
田
多
喜
男
氏
は
、
「
『
荀
子
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
に
お
け
る
氣
」
（
前

出
『
氣
の
思
想
ー
中
園
に
お
け
る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
ー
』
所
収
）

に
お
い
て
、
「
萬
物
の
生
滅
髪
化
を
氣
の
衆
散
で
説
明
す
る
こ
と
は
、

萬
物
は
氣
か
ら
で
き
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
そ
の
基
盤
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
萬
物
の
生
成
を
氣
か
ら
説
明
す
る
こ

と
の
罷
系
的
表
現
は
、
周
知
の
ご
と
く
前
漠
初
期
の
『
淮
南
子
』
天
文

訓
に
み
え
る
が
、
載
園
時
代
で
は
儒
家
系
の
『
荀
子
』
王
制
篇
に
み
え

る
の
が
、
生
成
論
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
総

合
的
な
氣
と
萬
物
と
の
闘
係
を
説
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

（
マ
マ
）

う
」
と
し
、
「
氣
、
な
い
し
理
と
氣
が
本
格
的
に
問
題
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
存
在
の
問
題
を
考
察
す
る
の
は
宋
學
の
特
色

の
―
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
宋
學
で
問
題
に
さ
れ
る
氣
は
、
賓
は
戦
園
末

期
頃
に
明
確
な
表
現
を
と
っ
た
氣
の
思
想
の
偲
統
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
述
べ
る
。

以
上
、
偕
世
文
獣
に
基
づ
く
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
先

行
研
究
は
、
氣
概
念
自
罷
は
戦
園
時
代
の
始
め
に
は
存
在
し
、
儒
家
も

人
間
の
身
憫
に
闊
す
る
氣
を
説
い
て
い
た
と
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
氣
に

闊
す
る
思
考
は
載
園
時
代
中
期
に
大
い
に
登
展
。
展
開
し
、
そ
し
て
戦

園
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
荀
況
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
廣
く
人
間
以
外

の
萬
物
に
も
氣
が
存
在
す
る
と
し
た
と
見
な
す
貼
で
概
ね
共
通
す
る
と

考
え
ら
れ
る
（
注
5
)
0

そ
れ
で
は
、
今
日
我
々
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
儒
家
系
の
新
出
土

資
料
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
氣
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
こ
の
貼
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

七
二
頁



論文

九
九
三
年
に
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
と
、
九
九
四
年
に
上
海
博
物

館
が
購
得
し
た
戦
園
楚
簡
（
以
下
、
上
博
楚
簡
）
と
に
は
、
氣
を
説
く

儒
家
系
文
獣
が
複
敷
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
億
世
文
獣
と
同

じ
く
、
人
罷
を
構
成
す
る
要
素
の
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
血
氣
」
を

説
く
も
の
が
あ
る
（
注
6
)
0

（
二
六
）
且
（
述
）
卓
（
乎
）
脂
膚
血
男
（
氣
）
（
情
）
、
敦
（
養
）

青
（
性
）
命
之
正
、
安
命
而
弗
実
（
夭
）
、
岐
（
生
而
弗
散
（
傷
）
。

（
脂
膚
・
血
氣
の
情
に
述
い
て
、
性
命
の
正
も
い
、
命
を
安
ん
じ

て
夭
せ
ず
、
生
を
養
い
て
傷
つ
け
ず
。
）
（
『
唐
虞
之
道
』
）

（
二
七
）

15
宜
（
義
）
者
、
君
應
（
徳
）
也
。
非
我
血
覧
（
氣
）
之
新

（
親
）
、
畜
我
女
（
如
）

JT
（其）

16
子
弟
。
古
（
故
）
日
、
句
（
荀
）

凄
（
清
）
夫
人
之
善
乞
（
施
）
、
懐
（
勢
）

JT
（
其
）
議
ハ
（
股
）
怯

（
肱
）
之
力
、
弗
敢
輩
（
憚
）
也
、

17
危
汀
（
其
）
死
、
弗
敢
（
愛
）

也
、
胃
（
謂
）
之
【
臣
】
、
以
忠
曳
（
事
）
人
多
。
（
義
は
、
君
の
徳

な
り
。
我
が
血
氣
の
親
に
非
ざ
る
に
、
我
を
畜
う
こ
と
其
の
子
弟
の

如
し
。
故
に
日
く
、
「
荀
し
夫
の
人
の
善
施
を
清
さ
ば
、
其
の
股
肱

の
力
を
努
す
る
も
、
敢
え
て
憚
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
死
す
る
に
危
づ

く
も
、
敢
え
て
愛
せ
ざ
る
な
り
。
之
を
臣
と
謂
う
。
忠
を
以
て
人
に

ま
さ

事
う
れ
ば
多
る
。
）
（
『
六
徳
』
）

郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
の
儒
家
系
文
獣
に
お
け
る
氣

七

資
料
（
二
六
）
は
、
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
第
一
簡
に
見
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
同
簡
は
下
端
の
残
欠
に
よ
り
文
字
が
二
＼
三
字
程
度

欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
竹
簡
の
配
列
の
復
元
に
闊
し
て
問
題
が

あ
る
（
注
7
)
。
全
骰
的
な
文
脈
か
ら
す
る
と
、
こ
の
箇
所
は
お
そ
ら
く
聖

王
の
理
想
的
な
治
世
に
開
し
て
述
べ
て
お
り
、
聖
王
の
理
想
的
な
統
治

の
下
で
民
は
よ
く
「
脂
膚
・
血
氣
」
の
あ
り
方
を
制
禦
し
、
そ
の
生
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
脂

膚
」
と
封
に
さ
れ
て
い
る
「
血
氣
」
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
身
骸
内
部

に
存
在
し
、
人
骰
を
構
成
す
る
要
素
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料

（
二
七
）
は
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、

君
主
が
「
血
氣
の
親
に
非
」
ざ
る
臣
下
を
そ
の
子
弟
と
同
様
に
養
う
こ

と
が
、
君
主
と
し
て
の
義
で
あ
る
と
さ
れ
、
君
主
が
そ
う
し
た
義
を
行

う
か
ら
こ
そ
臣
下
は
「
其
の
股
肱
の
力
を
努
」
し
、
ま
た
「
其
の
死
す

る
に
危
づ
く
」
こ
と
も
敢
え
て
行
う
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
臣
下
の

こ
と
を
「
血
氣
の
親
に
非
」
ざ
る
者
と
し
、
血
縁
の
あ
る
子
弟
と
封
比

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
血
縁
闊
係
に
あ
る
身
内
を
「
血
氣
の

親
」
と
位
置
付
け
、
血
縁
の
あ
る
者
同
士
は
「
血
氣
」
が
通
じ
て
い
る

と
す
る
思
考
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
血

氣
」
も
人
間
の
身
罷
内
部
に
存
在
し
、
人
憫
を
構
成
す
る
要
素
の
一
っ

と
見
て
よ
か
ろ
う
（
注
8
)
0

郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
獣
に
お
い
て
は
、
「
血
氣
」

以
外
に
も
、
下
記
の
よ
う
な
人
間
の
身
骰
内
部
に
存
在
す
る
氣
が
説
か



（
二
八
）

01
凡
人
唯
（
雖
）
又
（
有
）
管
（
性
）
、
心
亡
霙
志
。
走
（
待
）

勿
（
物
）
而
旬
（
後
）
笑
（
作
）
、
走
（
待
）
兒
（
悦
）
而
旬
（
後
）

行
、
走
（
待
）
習
而
旬
（
後
）

02
霙
。
息
（
喜
）
葱
（
怒
）
依
（
哀
）

悲
之
覧
（
氣
）
、
青
（
性
）
也
。
及
其
見
於
外
、
則
勿
（
物
）
取
之
也
。

さ
だ

（
凡
そ
人
は
性
有
り
と
雖
も
、
心
は
志
を
莫
む
る
こ
と
亡
し
。
物
を

お
こ

待
ち
て
而
る
後
に
作
り
、
悦
を
待
ち
て
而
る
後
に
行
い
、
習
う
を
待

ち
て
而
る
後
に
定
ま
る
。
喜
怒
哀
悲
の
氣
は
、
性
な
り
。
其
の
外
に

見
わ
る
る
に
及
ぶ
は
、
則
ち
物
之
を
取
れ
ば
な
り
。
）
（
『
性
自
命
出
』
）

（
二
九
）

01
凡
人
唯
（
雖
）
又
（
有
）
生
（
性
）
、
心
亡
正
志
11
。
寺
（
待
）

勿
（
物
）
而
旬
（
後
）
乍
（
作
）
、
寺
（
待
）
兒
（
悦
）
而
旬
（
後
）

行
llo

寺
（
待
）
習
而
旬
（
後
）
莫
11
゜
悪
（
喜
）
惹
（
怒
）
哀
悲

之
気
（
氣
）
、
管
（
性
）
也
11
。
及
汀
（
其
）
見
於
外
、
則
勿
（
物
）

取
之
02
〔
也
〕
。
（
凡
そ
人
は
性
有
り
と
雖
も
、
心
は
志
を
正
す
こ
と

亡
し
。
物
を
待
ち
て
而
る
後
に
作
り
、
悦
を
待
ち
て
而
る
後
に
行

う
。
習
う
を
待
ち
て
而
る
後
に
定
ま
る
。
喜
怒
哀
悲
の
氣
は
、
性
な

り
。
其
の
外
に
見
わ
る
る
に
及
ぶ
は
、
則
ち
物
之
を
取
れ
ば
な
り
。
）

（
『
性
情
論
』
）

（三

0
)
43
目
之
好
44
色
、
耳
之
築
聖
（
聾
）
、
賊
（
鬱
）
図
（
陶
）
之

覧
（
氣
）
也
。
人
不
難
為
之
死
。
（
目
の
色
を
好
み
、
耳
の
聾
を
築

し
む
は
、
鬱
陶
の
氣
あ
れ
ば
な
り
。
人
は
之
が
為
に
死
す
る
を
難
し

れ
て
い
る
。

と
せ
ず
。
）
（
『
性
自
命
出
』
）

（三―

)
3
6
目
之
好
色
、
耳
之
柴
聖
（
聾
）
、
（
鬱
）
他
（
陶
）
之

覧
（
氣
）
也
。
不
37
〔
難
〕
為
之
死
。
（
目
の
色
を
好
み
、
耳
の
聾

を
築
し
む
は
、
鬱
陶
の
氣
あ
れ
ば
な
り
。
之
が
為
に
死
す
る
を
難
し

と
せ
ず
。
）
（
『
性
情
論
』
）

（
三
二
）

10
〔
子
夏
日
、
「
口
〕
可
見
（
得
）
而
梱
（
聞
）
昇
（
欺
）
。
」

孔
―
-
（
孔
子
）
卍
（
日
）
、
「
亡
（
無
）
聖
（
磐
）
之
築
、
嬰
（
氣
）

志
不
患
（
違
）
。

11
〔
亡
（
無
）
〕
謄
（
罷
）
之
豊
（
證
）
、
愧
（
威
）

我
（
儀
）
巨
n

（
逮
逮
）
。
亡
（
無
）
備
（
服
）
之
疑
（
喪
）
、
内
虐
（
恕
）

鰐
（
巽
）
悲
。
亡
（
無
）
聖
（
磐
）
之
築
、
塞
子
四
方
。
亡
（
無
）

謄
（
罷
）
之
豊
（
禍
）
、
日
述
月
相
。
亡
（
無
）
謄
（
罷
〈
服
〉
）
之

12
圏
、
屯
（
純
）
見
（
徳
）
同
明
。
亡
（
無
）
聖
（
聾
）
之
築
、
や
ヒ

（
施
）
及
孫
n

（
孫
子
）
。
亡
（
無
）
謄
（
憫
）
之
豊
（
麗
）
、
塞
子

四
痕
（
海
）
。
亡
（
無
）
備
（
服
）
之
疑
（
喪
）
、
為
民
父
母
。
亡
（
無
）

聖
（
聾
）
之
築
、
覧
（
氣
）

13
固
既
旦
（
得
）
。
亡
（
無
）
謄
（
罷
）

之
豊
（
麗
）
、
愧
（
威
）
我
（
儀
）
異
n

（
翼
翼
）
。
亡
（
無
）
備
（
服
）

娩
（
喪
）
、
｛
ヒ
（
施
）
返
（
及
）
四
園
。
亡
（
無
）
聖
（
聾
）
之
築
、

覧
（
氣
）
志
既
従
。
亡
（
無
）
謄
（
憫
）
之
豊
（
麗
）
、
上
下
禾
（
和
）

同
。
亡
（
無
）
備
（
服
）

14
乏
菟
（
喪
）
、
已
（
以
）
蓄
萬
邦
。

L

」

（
子
夏
日
く
、
「
口
得
て
聞
く
可
き
か
」
と
。
孔
子
日
く
、
「
無
磐
の

築
、
氣
志
違
わ
ず
。
無
罷
の
麗
、
威
儀
逮
逮
た
り
。
無
服
の
喪
、
内

恕
に
し
て
巽
悲
。
無
聾
の
築
、
四
方
に
塞
が
る
。
無
骸
の
麗
、
日
に

七
四
頁



論文 竹田健二

）
も

『
性
情
論
』

資
料
（
二
八
）
・
（
二
九
）
は
、
同
一
文
獣
の
異
本
と
考
え
ら
れ
る
郭

店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
の
冒
頭
部
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
で
は
先
ず
、
す
べ
て
の
人
間
は
「
性
」
を
備
え
て
い
る
が
、

善
へ
向
か
う
「
志
」
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
「
心
」
に
定
着
さ
せ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
「
志
」
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
後
天
的
な
外
界
の
「
物
」

の
働
き
か
け
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
績
い
て
、
性

と
し
て
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
「
喜
怒
哀
悲
の
氣
」
、
つ
ま
り
「
血
氣
」

と
同
じ
く
人
間
の
身
謄
内
部
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
、
感
情
の
も
と
と

な
る
も
の
に
封
し
て
、
外
界
の
事
物
か
ら
の
働
き
か
け
が
作
用
す
る

と
、
そ
の
氣
が
作
動
し
、
喜
怒
哀
悲
の
感
情
が
外
界
に
骰
現
す
る
と
さ

れ
て
い
る
（
注
9
)
。

資
料
（
三

0
)
・
（
三

の

述
し
月
に
相
す
。
無
服
の
喪
、
純
徳
同
明
。
無
聾
の
築
、
施
子
孫

に
及
ぶ
。
無
憫
の
麗
、
四
海
に
塞
が
る
。
無
服
の
喪
、
民
の
父
母
為

り
。
無
聾
の
業
、
氣
志
既
に
得
ら
る
。
無
罷
の
麗
、
威
儀
翼
翼
た
り
。

無
服
の
喪
、
施
四
國
に
及
ぶ
。
無
聾
の
築
、
氣
志
既
に
従
う
。
無

罷
の
麗
、
上
下
和
同
す
。
無
服
の
喪
、
以
て
萬
邦
を
蓄
う
。
（

之
父
母
』
）

（
三
三
）

09
棚
（
聞
）
之
日
、
「
志
覧
（
氣
）
不
旨
（
至
）
、

事
不
…
（
之
を
聞
く
に
日
く
、
ら
ざ
れ
ば
、

（
『
従
政
』
甲
）

の

部
で

（其）…） 

七

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
目
の
色
を
好
み
、
耳
の
磐
を
業
し
む
」
こ
と
が

「
鬱
陶
の
氣
」
の
作
用
と
さ
れ
、
人
間
は
そ
の
作
用
の
た
め
に
死
に
至

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
注
10)

。
「
鬱
陶
の
氣
」
は
、

「
喜
怒
哀
悲
の
氣
」
と
同
様
、
人
間
の
精
神
的
作
用
と
密
接
に
闊
わ
り
、

人
間
の
感
情
や
行
動
を
生
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
ず
外

界
の
事
象
に
存
在
す
る
「
色
」
・
「
磐
」
が
人
間
に
封
し
て
働
き
か
け
、

次
い
で
そ
れ
に
人
間
の
身
骰
内
部
の
「
鬱
陶
の
氣
」
が
反
應
し
、
こ
の

「
鬱
陶
の
氣
」
の
反
應
に
よ
っ
て
人
間
の
「
色
を
好
」
み
「
磐
を
柴
し
む
」

と
の
行
動
が
生
ず
る
、
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
こ
の

「
色
を
好
」
み
「
聾
を
築
し
む
」
と
の
行
動
の
生
ず
る
過
程
は
、
麗
な

ど
の
規
範
に
よ
っ
て
制
禦
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
が
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
は
善
に
赴
く
こ
と
の
定
着
し
て
い
な
い
人
間
は
、
「
鬱
陶
の
氣
」

の
制
禦
が
不
十
分
と
な
り
、
そ
の
結
果
過
剰
な
反
應
が
生
じ
て
死
に
至

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

資
料
（
三
二
）
は
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
無
聾
の
築
」
・
「
無
罷
の
麗
」
・
「
無
服
の
喪
」
と
い
う
理

想
的
な
「
築
」
・
「
麗
」
・
「
喪
」
の
「
三
無
」
に
つ
い
て
、
「
五
起
」
、
つ

ま
り
五
つ
の
段
階
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
無
聾
の
築
」
の
「
五
起
」

は
、
「
氣
志
違
わ
ず
」
・
「
四
方
に
塞
が
る
」
・
「
施
子
孫
に
及
ぶ
」
．

「
氣
志
既
に
得
ら
る
」
・
「
氣
志
既
に
従
う
」
の
五
つ
と
さ
れ
、
こ
の
中

の
三
つ
の
段
階
に
「
氣
志
」
と
い
う
熟
語
の
形
で
の
氣
が
説
か
れ
て
い

る
。
基
本
的
に
こ
の
部
分
は
、
理
想
的
な
音
築
で
あ
る
の



に
よ
っ
て
、
「
民
之
父
母
」
た
る
君
主
と
そ
の
支
配
下
に
あ
る
臣
下
や

民
と
の
闊
係
が
理
想
的
な
状
態
へ
と
近
づ
く
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、

「
氣
志
違
わ
ず
」
・
「
氣
志
既
に
得
ら
る
」
・
「
氣
志
既
に
従
う
」
と
は
、

君
主
の
「
氣
志
」
、
つ
ま
り
精
神
的
活
動
の
あ
り
方
が
、
配
下
の
臣
下

や
民
に
通
じ
て
廣
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
志
」
と
結
び
付
き
熟
語
と
な
っ
て
い
る
氣
が
人
間
の
精
神
的

作
用
を
意
味
す
る
こ
と
は
確
賓
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
（
三
三
）
は
上
博
楚
簡
『
従
政
』
に
お
け
る
用
例
で
、
「
志
氣
」

の
語
が
見
ら
れ
る
。
資
料
（
三
二
）
に
見
た
「
氣
志
」
と
同
じ
く
、
氣

と
志
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
「
志
氣
」
も
や
は

り
人
間
の
精
神
的
作
用
と
密
接
に
闊
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但

し
、
『
従
政
』
甲
の
第
九
簡
は
上
下
端
が
残
欠
し
て
お
り
、
前
後
の
接

績
が
不
明
で
あ
る
（
注

1
1
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
獣
に
お
い

て
は
、
「
血
氣
」
以
外
に
、
人
間
の
身
憫
内
部
に
存
在
し
て
人
間
の
感

情
や
行
動
の
も
と
と
な
り
、
人
間
の
精
神
的
活
動
・
作
用
と
結
び
つ
く

氣
が
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
儒
家
系
の
戦
園
楚

簡
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
人
間
の
身
骸
内
部
の
氣
に
は
、
身
憫
を
構

成
す
る
い
わ
ば
物
質
的
な
も
の
と
、
精
神
的
作
用
そ
の
も
の
、
或
い
は

精
神
的
作
用
と
密
接
に
開
わ
る
も
の
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
獣
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る

氣
に
つ
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
貼
は
、
以
上
の
よ
う
な
人
間
の
身
罷
内

七
六
頁

部
に
存
在
す
る
氣
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
身
罷
外
部
に
存
在
す
る
氣

も
説
か
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
。

（
三
四
）

29
咎
（
皐
）
註
（
陶
）
既
已
受
命
、
乃
麦
（
辮
）
会
（
陰
）

易
（
陽
）
之
儒
（
氣
）
、
而
聖
（
聴
）
一
万
（
其
）
訟
獄
、
三

30
年
而

天
下
之
人
亡
訟
獄
者
、
天
下
大
和
駒
（
均
）
。
蛮
（
舜
）
乃
欲
會
天

地
之
覧
（
氣
）
、
而
聖
（
聰
）
雨
（
用
）
之
、
乃
立
暴
〖
（
質
）
已
（
以
）

為
築
正
。
暴
〖
（
質
）
既
受
命
、
隻
（
作
）
為
六
頼
（
律
）
六
…
（
皐

陶
既
に
已
に
受
命
し
、
乃
ち
陰
陽
の
氣
を
辮
じ
て
、
其
の
訟
獄
を
聰

く
。
三
年
に
し
て
天
下
の
人
訟
獄
す
る
者
亡
く
、
天
下
大
い
に
和
均

す
。
舜
乃
ち
天
地
の
氣
を
會
し
て
、
而
し
て
之
を
聴
用
せ
ん
と
欲

し
、
乃
ち
質
を
立
て
て
以
て
築
正
と
為
す
。
質
既
に
受
命
し
、
六
律

六
口
を
作
為
し
、
…
）
（
『
容
成
氏
』
）

資
料
（
三
四
）
は
、
上
博
楚
簡
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
用
例
で
あ

る
（
注
12)
。
受
命
し
て
天
子
と
な
っ
た
皐
陶
が
「
陰
陽
の
氣
」
を
弁
別

し
、
訴
訟
に
封
し
て
陰
陽
の
氣
の
あ
り
方
を
基
準
と
す
る
判
決
を
下
し

た
結
果
、
三
年
で
天
下
中
か
ら
訴
訟
を
起
こ
す
者
が
い
な
く
な
っ
て
天

下
が
よ
く
治
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
舜
が
「
天
地
の
氣
」
を
集
め
て
、
そ

の
あ
り
方
に
則
っ
た
統
治
を
行
わ
ん
と
し
て
、
質
を
築
正
、
つ
ま
り
音

築
官
に
任
命
し
、
質
は
六
律
六
呂
を
定
め
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
竹
簡
の
残
欠
の
た
め
質
の
定
め
た
六
律
六
呂
と
舜
の
統
治
と
の
闊
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係
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
舜
も
皐
陶
と
同
様
に
氣
の
あ
り

方
に
か
な
っ
た
統
治
を
行
い
、
そ
の
結
果
天
下
は
よ
く
治
ま
っ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
従
っ
て
「
陰
陽
の
氣
」
・
「
天
地
の
氣
」

に
は
、
人
間
の
規
範
と
な
る
も
の
と
し
て
の
性
格
が
備
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
氣
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
骰
的
な
説
明
は

な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
氣
が
人
間
の
身
骰
内
部
に
存
在
す
る
氣
で
は

な
く
、
天
地
自
然
の
間
に
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
氣
で
あ
る
こ
と
は
確
賓

と
考
え
ら
れ
る
。
天
地
自
然
の
間
の
氣
の
あ
り
方
が
人
間
の
統
治
の
規

範
と
な
る
と
の
思
考
、
特
に
音
築
が
あ
る
べ
き
氣
の
秩
序
を
正
し
く
保

っ
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
す
る
思
考
は
、
『
國
語
』
周
語
の
中
に
類
似

し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
（
注
13)

。
か
か
る
思
考
が
『
容
成
氏
』
に
お

い
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
儒
家
に
お
け
る
氣
の
思
想
の
展
開
を
考
え

る
上
で
極
め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
本
章
で
は
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
中
の
儒
家
系
文
獣
に
お
い

て
説
か
れ
て
い
る
氣
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
雨
楚
簡
中
の
儒
家
系

文
獣
に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
憫
内
部
に
存
在
す
る
氣
と
、
天
地
自
然

の
間
に
存
在
す
る
氣
と
が
説
か
れ
て
い
た
こ
と
、
前
者
の
氣
に
は
、
「
血

氣
」
な
ど
の
身
罷
を
構
成
す
る
い
わ
ば
物
質
的
な
氣
と
、
「
志
氣
」
や

「
氣
志
」
な
ど
の
精
神
的
作
用
そ
の
も
の
、
或
い
は
精
神
的
作
用
と
密

接
に
闊
わ
る
氣
と
が
あ
る
こ
と
、
後
者
の
氣
と
し
て
は
、
天
地
自
然
の

間
に
存
在
し
、
優
れ
た
統
治
の
規
範
と
な
る
「
陰
陽
の
氣
」
や
「
天
地

の
氣
」
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
新
出
土
文
獣

四
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の

に
お
け
る
氣
の
用
例
と
得
世
文
獣
に
お
け
る
氣
の
用
例
と
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
先
秦
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
氣
に
開
す
る
思
考
は
ど
の
よ
う

に
展
開
し
た
と
理
解
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

周
知
の
通
り
、
郭
店
楚
簡
は
一
九
九
三
年
十
月
、
湖
北
省
荊
門
市
郭

店
一
琥
墓
よ
り
出
土
し
た
。
郭
店
一
琥
楚
墓
は
戦
園
中
期
の
後
半
に
あ

た
る
紀
元
前
三
百
年
頃
の
造
螢
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
郭
店
楚

簡
の
成
書
年
代
は
嘗
然
紀
元
前
三
百
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
（
注

1
4
)
0

上
博
楚
簡
は
盗
掘
の
後
上
海
博
物
館
が
購
得
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に

書
寓
年
代
に
闊
す
る
手
が
か
り
が
少
な
い
が
、
秦
の
白
起
が
楚
の
都
・

郵
を
占
領
し
て
楚
が
遷
都
し
た
紀
元
前
二
七
八
年
以
前
に
造
螢
さ
れ
た

楚
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
15)

。
従
っ
て
、
雨
戦
園

楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
儒
家
系
文
獣
は
、
い
ず
れ
も
戦
園
中
期
に
お
い

て
既
に
中
園
世
界
に
お
い
て
流
布
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

原
本
の
成
立
時
期
は
、
戦
園
時
代
の
開
始
を
紀
元
前
四

0
三
年
と
し
、

概
ね
六
十
年
ず
つ
初
期
・
中
期
・
後
期
に
三
分
し
た
場
合
、
戦
國
中
期

以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
賓
で
あ
る
。

こ
う
し
た
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
儒
家
系
文
獣
に

見
ら
れ
る
氣
と
、
儒
家
の
得
世
文
獣
に
見
ら
れ
る
氣
と
て
、



先
秦
時
代
に
儒
家
が
説
い
た
氣
の
展
開
を
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
以

下
の
貼
が
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

先
ず
第
一
に
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
の
複
敷
の
儒
家
系
文
獣
に
お

い
て
様
々
な
氣
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
園
時
代
中
期
以
前

に
、
儒
家
は
既
に
氣
に
闊
す
る
多
様
な
思
考
を
有
し
て
い
た
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
、
先
に
躙
れ
た
小
野
澤
氏
は
「
齊
魯
の
學
に
お
け

る
氣
の
概
念
」
に
お
い
て
、
『
論
語
』
に
見
ら
れ
た
氣
の
用
例
に
つ
い

て
そ
の
後
出
性
に
注
目
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
血
氣
」
の
用
例
が

見
え
る
季
氏
篇
に
つ
い
て
、
上
論
に
比
べ
て
後
出
と
さ
れ
て
き
た
下
論

に
隔
す
る
篇
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
全
篇
が
「
孔
子
日
く
」
に
始
ま

る
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
「
新
し
い
も
の
に
隔
す

る
」
と
す
る
。
加
え
て
、
「
血
氣
」
を
説
く
部
分
の
罷
裁
が
箇
條
書
き

的
に
記
す
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
「
客
観
化
し
て
分
類
整

理
し
、
條
文
に
ま
と
め
る
思
考
は
、
戦
國
末
期
以
後
の
も
の
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡

の
複
敷
の
儒
家
系
文
獣
に
様
々
な
氣
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦

園
時
代
中
期
以
前
に
、
儒
家
が
既
に
氣
に
闊
す
る
多
様
な
思
考
を
有
し

て
い
た
こ
と
は
確
賓
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
載
國

楚
簡
の
中
に
『
論
語
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
『
論
語
』
中
の
氣
の

用
例
を
殊
更
に
後
出
の
も
の
と
見
な
す
の
は
も
は
や
妥
常
で
は
な
か
ろ

う
。
戦
園
時
代
初
期
に
も
儒
家
は
氣
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
孔
子

や
そ
の
直
側
の
弟
子
も
氣
を
説
い
た
と
理
解
し
て
問
題
は
無
い
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
に
、
『
孟
子
』
や
『
荀
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
氣
の
性

格
は
、
基
本
的
に
は
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
の
儒
家
系
文
獣
に
お
い
て

説
か
れ
て
い
る
氣
の
性
格
か
ら
概
ね
逸
脱
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
孟
朝
や
荀
況
ら
は
先
行
す
る
戦
圃
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
の
説
い

た
氣
に
開
す
る
思
考
を
受
容
し
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
に
組
み
込

み
骰
展
さ
せ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
孟
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
た
「
骸
の
充
」
の
氣
は
、

人
間
の
身
罷
を
構
成
す
る
氣
で
あ
っ
た
が
、
『
唐
虞
之
道
』
の
「
脂
膚

血
氣
」
の
血
氣
に
も
そ
う
し
た
性
格
は
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
「
守
氣
」

の
氣
も
、
『
民
之
父
母
』
の
「
氣
志
」
や
『
従
政
』
の
「
志
氣
」
同
様
に
、

人
間
の
精
神
的
作
用
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
『
荀
子
』
に
は
人
間
の
身

罷
内
部
で
は
な
く
外
界
の
萬
物
に
廣
く
存
在
す
る
氣
が
説
か
れ
て
い
た

が
、
『
容
成
氏
』
に
お
い
て
天
地
自
然
の
間
に
廣
く
存
在
す
る
「
天
地

の
氣
」
・
「
陰
陽
の
氣
」
が
説
か
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
『
孟
子
』
に
お

い
て
「
浩
然
の
氣
」
は
「
天
地
の
間
に
塞
」
つ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

『
民
之
父
母
』
に
お
い
て
は
、
「
無
聾
の
築
、
氣
志
違
わ
ず
」
と
、
「
氣
志
」

と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
「
無
聾
の
築
」
が
「
四
方
に
塞
が
る
」

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
「
無
骰
の
麗
」
は
「
四
海
に
塞
が
る
」
と
、

類
似
し
た
表
現
が
認
め
ら
れ
た
。

も
と
よ
り
、
『
孟

の
「
浩
然
の
氣
」
．

の

・
「
夜
氣
」
、

七
八
頁
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及
び
の
「
順
氣
」
・
「
逆
氣
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
の
と
こ

ろ
戦
國
楚
簡
中
に
同
一
の
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
氣
は
い
ず
れ
も
人
間
の
身
骸
内
部
に
存
在
し
、
そ
の
人
物
の

善
な
る
行
為
の
根
拇
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
順
氣
」
・
「
逆

氣
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
為
政
者
の
身
骰
内
部
に
存
在
し
、
そ
の
為
政
者
が

聞
く
音
業
に
反
應
し
、
そ
の
為
政
者
の
統
治
の
行
動
の
も
と
と
な
る
も

の
、
つ
ま
り
人
間
の
行
動
や
反
應
の
根
撼
と
な
る
氣
の
一
種
で
あ
る
。

そ
う
し
た
人
間
の
行
動
な
ど
の
根
撼
と
な
る
も
の
と
し
て
の
性
格
は
、

『
性
自
命
出
』
『
性
情
論
』
の
「
鬱
陶
の
氣
」
や
「
喜
怒
哀
悲
の
氣
」
に

つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
『
孟
子
』
や
『
荀
子
』
に
お
い

て
説
か
れ
て
い
る
氣
は
、
先
行
し
て
存
在
す
る
戦
園
中
期
以
前
の
儒
家

の
説
く
氣
に
闊
す
る
思
考
を
受
容
し
餐
展
さ
せ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥

賞
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
儒
家
に
お
け
る
性
説
の
展
開
を
想
起
さ
せ
る
。
す
な

わ
ち
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
に
お
い
て

既
に
性
を
め
ぐ
る
或
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
思
考
が
存
在
し
た
こ
と
か

ら
、
孔
子
の
段
階
で
は
未
だ
斯
片
的
で
素
朴
で
あ
っ
た
儒
家
の
性
に
闊

す
る
思
考
は
、
お
そ
ら
く
は
孔
子
直
傭
の
弟
子
た
ち
の
間
で
大
い
に
骰

展
し
、
そ
の
結
果
『
性
自
命
出
』
・
『
性
情
論
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
性
説
や
、
或
い
は
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
性
説
が

敷
多
く
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
孟
子
・
荀
子
ら
戦
園
中
期
以
後
の

儒
者
た
ち
は
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
儒
家
の
多
様
な
性
説
を
受
容
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
性
説
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
た
（
注
16)0

思
考
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
性
説
と
概
ね
同
様
に
し
て

i

性
が
高
く
、
孟
朝
や
荀
況
ら
は
、
彼
等
に
先
行
す
る
儒
家

る
思
考
を
受
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
に
組
み
込
み
骰
展

え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
戦
園
時
代
中
期
以
前
の
段
階
で
儒
家
の
説
い

多
様
で
あ
り
、
全
憫
と
し
て
は
「
血
氣
」
な
ど
の
人
間
の

る
氣
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
人
間
の
身
骰
外
部
に
廣
く
方

つ
ま
り
天
地
自
然
の
間
の
氣
を
も
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
園
時
代

中
期
以
前
の
儒
家
は
、
廣
く
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
氣
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
、
換
言
す
れ
ば
氣
の
思
想
を
既
に
保
持
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
通
り
、
黒
田
氏
は
『
氣
の
研
究
』
に
お
い
て
、
「
『
荀
子
』
以

前
は
氣
は
僻
氣
ま
た
は
血
氣
（
食
氣
を
も
含
め
て
）
ま
た
は
勇
氣
（
志

氣
を
併
せ
て
）
と
い
っ
た
よ
う
な
生
命
に
闘
す
る
も
の
と
心
理
的
意
義

を
含
む
も
の
と
で
あ
っ
た
が
、
『
荀
子
』
に
始
め
て
水
火
ノ
氣
が
一
例

だ
け
現
わ
れ
、
次
で
『
荘
子
』
以
降
に
至
る
に
及
ん
で
天
地
ノ
氣
（
日

月
星
辰
山
川
風
土
ノ
氣
）
陰
陽
ノ
氣
（
四
時
寒
温
風
雨
晦
明
）
が
現
わ

れ
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
こ
の
自
然
の
氣
の
方
が
生
后
圧
倒
す
る
の
勢

を
示
す
に
至
っ
た
」
と
し
て
い
た
。
郭
店
楚
簡
：
の
儒
家
系

文

獣

の

氣

の

多

く

も

、

人

間

の

身

憫

を

構

成

す

る

或

い

は

人

間

の

身

憫

内

部

に

感

情

の

も

と

と

な

る

精

神の

既
に

せ
た
と
考

に
闊
す
る

可
能



的
作
用
を
意
味
す
る
「
志
氣
」
・
「
氣
志
」
等
、
人
間
の
行
動
な
ど
の
も

と
と
な
る
も
の
と
し
て
の
氣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
儒
家
が
戦

國
時
代
を
通
し
て
説
い
た
氣
は
、
人
間
の
身
罷
内
部
の
氣
が
中
心
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
博
楚
簡
『
容
成
氏
』

に
お
い
て
「
天
地
の
氣
」
や
「
陰
陽
の
氣
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

『
荀
子
』
の
説
い
た
「
水
火
の
氣
」
が
儒
家
の
初
め
て
説
く
「
自
然
の
氣
」

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
園
時
代
中
期
以
前
に
既
に
天
地
自
然
の
間

の
氣
を
説
く
儒
家
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

現
時
貼
で
は
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
用
例
の
み
し
か
確
認
で
き
な
い

が
、
戦
園
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
の
中
に
こ
う
し
た
天
地
自
然
の
間
の

氣
を
説
く
者
が
存
在
し
た
貼
は
、
思
想
史
的
に
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
戦
園
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
が
天
地
自
然
の
間
の
氣
と
人
間
の
身

憫
内
部
の
氣
と
を
既
に
共
に
説
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
戦
園
時
代

中
期
以
前
の
儒
家
が
、
廣
く
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
氣
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
氣
の
思
想
を
基
本
的
に
保
持
し
た
こ
と
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
氣
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
氣
の
思
想
は
、
も
と
も
と
儒
家
が
生
み
出

し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
貼
で
あ
る
。
『
詩
経
』
や
『
尚

書
』
に
お
い
て
は
氣
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
氣
の
思

想
が
『
詩
経
』
や
『
尚
書
』
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確

賓
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
闊
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
清
華
大
學
が

八
0
頁

二

0
0
八
年
に
収
蔵
し
た
戦
國
時
代
の
竹
簡
資
料
（
清
華
簡
）
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
時
貼
ま
で
に
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
中
に
は
、
『
尚
書
』
と
の

闘
連
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
文
獣
が
複
敷
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
氣
を
説

く
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
氣
が
萬
物
や
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
を
構
成
す
る
と
の
思
考
が
『
尚
書
』
や
『
詩
経
』
に
由

来
す
る
も
の
で
は
無
い
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
基
本
的
に
氣
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
す
る
氣
の
思
想
は
、
戦
國
時
代
中
期
以
前
に
お
い
て
儒
家

の
み
が
保
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば

郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
・
上
博
楚
簡
『
個
先
』
・
同
『
凡
物
流
形
』
な

ど
の
古
侠
文
獣
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
戦
國
時
代
初
期
以
前
の

道
家
の
説
い
た
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
、
氣
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
象

を
構
成
す
る
と
の
思
考
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
注

1
7
)
0

私
見
で
は
、
先
秦
時
代
に
儒
家
や
道
家
な
ど
の
諸
子
が
そ
れ
ぞ
れ
に

氣
を
説
い
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
諸
子
の
思
想
の
成
立
前
に
、
既
に

氣
が
萬
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
構
成
す
る
と
の
氣
の
思
想
が
存
在
し

て
お
り
、
諸
子
は
先
行
す
る
そ
の
氣
の
思
想
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
立

場
に
應
じ
て
受
容
し
た
結
果
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
（
注
18)

。
前
述
の

通
り
、
平
岡
氏
は
『
淮
南
子
に
現
わ
れ
た
氣
の
研
究
』
に
お
い
て
、
儒

家
や
道
家
・
兵
家
な
ど
の
「
春
秋
時
代
よ
り
漢
初
に
及
ぶ
文
獣
」
に
よ

れ
ば
、
「
氣
の
観
念
は
多
岐
に
わ
た
り
、
し
か
も
一
學
派
に
偏
し
て
い

た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
」
で
あ
り
、
「
換
言
す
れ
ば
、
の
観
念



以
上
、
本
稿
で
は
、
新
出
土
文
獣
に
お
け
る
氣
の
用
例
と
倍
世
文
獣

に
お
け
る
氣
の
用
例
と
を
踏
ま
え
て
、
戦
國
時
代
中
期
以
前
の
儒
家
は

賓
に
多
様
な
氣
に
闊
す
る
思
考
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
そ
う
し
た
多
様

な
氣
に
闘
す
る
思
考
は
、
儒
家
が
、
先
行
し
て
存
在
し
た
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
事
象
は
氣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
氣
の
思
想
を
、
儒

家
自
身
の
闊
心
に
應
じ
て
受
容
し
展
開
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
述
べ
た
。
も
っ
と
も
、
氣
の
思
想
の
成
立
と
展
開
と
に
闊
し
て
は
な

お
不
明
な
黙
が
多
い
。
そ
の
全
容
の
解
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

お
わ
り
に

は
中
麗
人
が
廣
く
共
通
し
て
抱
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
可
成

り
古
い
歴
史
を
有
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
指

摘
は
概
ね
妥
嘗
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
儒
家
は
、
先
行
し
て
存
在
し
た
氣
の
思
想
を
あ
く
ま
で
も

儒
家
の
闊
心
に
應
じ
た
形
で
受
容
し
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
麗

時
代
中
期
以
前
の
儒
家
が
説
く
氣
に
闊
す
る
思
考
が
人
間
の
身
罷
に
闊

す
る
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
の
は
、
儒
家
の
闊
心
自
体
が
専
ら
人
間

に
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
現
象
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

5

な
お
、
中
園
の
研
究
者
の
場
合
は
、

4
 

3
 

2
 

べ
る
。

や

も
知
れ
ぬ
。
果
し
て
し
か
ら
ば
五
行
説
と
い
う
も
、
そ
れ
は

}¥ 
の
用
例
が

る
見
解
に
ま
で
既
に
成
熟
し
て
き
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述

の
既
存
を
示
す
も
の
で
あ
る
か

か
に
つ
い
て

考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
或
は
こ
れ
は
二
者
を
以

と
な
し
た

に
全
然
見
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、

の
如

に
お
け
る
水
火
の
氣
を
「
こ
れ
ま
で
他
に
な
か
っ
た
純

引
用
は
、

黒
田
氏
は

物
質
的
な
存
在
に
氣
を
認
め
て
い
る
」
も
の
と
見
な
し
、

き
無
生
物
に
認
め
た
例
は
上
述
の

が
何
故
に
特
に
こ
の
水
火
の
二

て
五
行
を
代
表
せ
し
め
た
も
の
で
、

九
六
八
年
の
改
訂
版
に
よ
る
。

間
の
精
神
的
活
動
と
闊
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
の

え
ら
れ
る
。

つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人

に
お
い
て
論
ず
る
。

の
部
分
に
は
氣
が
登
場
す
る
。
こ
の

つ
い
て
は
別
稿

ょ、
9

9

i

 

、*‘、、、
し
カ

に
お
け
る

字
と
解
繹
す
べ
き
用
例
を
調
査
・

し
か
し
、
氣
そ
の
も
の
が
直
接
的
に
精
神
的
活
動
を
指
し
て
は
い
な
い
と
考

1

清
野
充
典

、王、wJ‘

＝゚ 

よ、
’~i 

て
い
る
。
な
お
、

つ
い
て
」
（



能
蒸
，
子
是
有
地
震
ク
，
朴
素
地
表
達
了
氣
的
封
抗
、
流
轄
、
髪
化
輿
地
震

語
》
首
先
封

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
李
志
林
『
氣
論
輿
偲
統
思
維
方
式
』
（
學
林
出
版
社
、

一
九
八
八
年
）
の
第
五
章
「
氣
論
」
に
お

多
敷
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
春
秋
時
代
に
既
に
氣
に
闊
す
る
思
考
が
存
在
し

た
の
は
自
明
の
こ
と
と
見
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
程
宜
山
氏
は

元
氣
學
説
』
（
湖
北
人
民
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）
の
第
一
章
「
元
氣
論
自

然
観
発
展
及
其
自
然
科
學
基
礎
」
に
お
い
て
、
「
以
元
氣
為
天
地
萬
物
的
本

原
和
元
素
的
元
氣
論
朴
素
唯
物
主
義
自
然
観
形
成
子
漠
代
，
但
元
氣
論
的
思

想
萌
芽
可
以
追
潮
到
先
秦
。
送
些
思
想
萌
芽
是
，
（
）
ク
氣
ク
的
観
念
的
出

現
；
（
二
）
有
形
状
的
物
罷
由

篇
）
』
（
中
園
人
民
大
學
出
版
社
、

9

贔
陽
氣
倶
蒸
ク
，
論
及
陰

陽
之
氣
子
農
事
的
闊
係
。
又
載
伯
陽
父
云
：
贔
陽
伏
而
不
能
出
，
陰
迫
而
不

凝
緊
而
成
的
思
想
的
形
成
；
（
三
）

ヶ
氣
ク
進
入
宇
宙
演
化
學
悦
中
；
（
四
）

秦
的
文
獣
中
已
経
作
為
哲
學
範
疇
出
現
。
拇
《
圏
語
・
周
語
》
記
裁
，
早
在

西
周
末
年
（
公
元
前
七
八

0
年
）
，
伯
陽
父
就
已
経
用
五
へ
地
之
氣
ク
的
失

序
来
解
粋
地
震
。
」
と
し
、
張
立
文
氏
は
『
中
國
哲
學
範
疇
骰
展
史
（
天
道

い
て
、
「
氣
範
疇
在
其
歴
史
的
演
髪
中
，
殷
周
時
便
已
提
出
，
西
周
末
年
，

以
天
地
之
氣
（
即
陰
陽
之
氣
）
的
五
過
其
序
ク
説
明
地
震
現
象
，
送
是
中
國

原
始
的
、
早
熟
的
有
序
性
観
念
。
春
秋
時
，
氣
輿
五
行
相
配
，
説
明
事
物
多

様
性
。
戦
闘
時
，
各
家
提
出
各
種
氣
論
，
井
従
各
個
側
面
封
氣
作
了
論
証
。
」

一
九
九

0
年
）
（
前
言
一
、
氣
論
ー
人
類
自
然
観
的
一
枝
奇
砲
）
に
お
い
て
、

「
作
為
明
確
的
哲
學
範
疇
的
氣
概
念
産
生
子
西
周
。

琥
文
公
引
太
史
之
言
諫
周
宣
王
説
：

観
念
的
出
現
。
／
氣
在
先

・
周
語
上
》
記
有

第

一
九
九

0
年
）
に
お
い
て

五
行
的
宇
宙
架
構
的
最
初
萌
芽
。
」
と
述
べ
、
更
に
李
存
山
氏
は
『
中
國
氣

等
自
然
界
髪
異
的
闊
係
。
又
引
伯
陽
父
封
周
幽
王
語
：
¢
夫
天
地
之
氣
，
不

失
其
序
；
若
過
其
序
，
民
胤
之
也
ク
，
講
了
氣
的
髪
化
輿
人
事
之
間
的
闊
係
。

《
左
偲
・
昭
公
元
年
》
記
醤
和
之
言
：
五
へ
有
六
氣
…
…
六
氣
日
陰
、
陽
、
風
、

雨
、
晦
、
明
也
。
分
為
四
時
，
序
為
五
節
ク
。
送
里
講
到
了
氣
的
物
質
性
、

多
様
性
和
髪
動
性
，
已
包
含
有
哲
學
範
疇
的
意
義
。
以
六
氣
配
五
行
、
四
時
，

則
是
在
極
其
暖
昧
的
形
式
中
，
暗
示
着
空
間
輿
時
間
的
統
一
，
蘊
含
着
四
時

論
探
源
輿
登
微
』
（
中
國
社
会
科
學
院
出
版
社
，

「
《
論
語
》
、
《
左
偲
》
、
《
園
語
》
等
書
雖
然
成
書
的
時
間
梢
晩
，
但
宅
側
作
為

春
秋
時
期
史
料
的
価
値
還
應
該
基
本
肯
定
。
《
左
偲
》
、
《
園
語
》
中
記
載
了

西
周
末
期
和
春
秋
時
期
較
豊
富
的
氣
的
思
想
，
送
些
思
想
輿
戦
園
時
期
的
思

想
有
恨
大
幅
別
，
例
如
ぷ
味
以
賓
氣
，
氣
以
行
志
ク
和
五
天
六
地
五
ク
（
天

有
六
氣
，
地
有
五
行
）
的
思
想
就
是
春
秋
時
期
特
有
的
（
詳
見
本
書
第
二

章
）
，
送
是
編
纂
者
不
能
作
偽
、
也
没
有
必
要
作
偽
的
。
」
（
第
一
章
氣
概
念

的
原
始
意
義
和
氣
論
哲
學
的
産
生
）
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
張
立
文
主
編

『
中
國
範
疇
精
梓
叢
書
氣
』
（
中
國
人
民
大
學
出
版
社
、

一
九
九

0
年
）
の

「
先
秦
時
期
氣
的
思
想
」
に
お
い
て
客
賢
安
氏
は
「
先
秦
時
期
，
氣

範
疇
開
始
産
生
、
形
成
井
得
到
初
歩
的
骰
展
。
／
在
殷
周
甲
骨
、
金
文
中
，

氣
字
已
出
現
。
氣
為
象
形
字
，
其
原
始
意
義
為

o
/
《
左
停
》
、
《
薗

作
了
論
述
。
《
左
偲
》
提
出
了
ヶ
六
氣
ク
之
説
，
認
為

天
有
陰
陽
風
雨
晦
明
ヶ
六
氣
へ
分
為
四
時
，
序
為
五
節
，
人
的
寒
熱
末
腹

惑
心
ク
六
疾
ク
，
好
悪
喜
怒
哀
柴
ク
六
志
ク
，
社
會
的
礼
儀
刑
法
，

八
二
頁



論文

有
恨
有
態
。

ヶ賊ク

郭
店
楚
簡
中
、

二
0
0

研
究
所
集
刊
』
第
七

0
本
第
一
―

い
。
李
零
氏
は

〔
中
園
人
民
大
學
出
版
社
、

字

同

贔

腔

；

J¥ 
屈
仙
ク
，
佑

8
 

に
お
い
て
も

の
語
が
登
場
す
る
。
「

45

に
お
い
て
、

て
い
る
。

＝ 

（
之
三
）
ー
《
性
情
》
」
（

0
0
七
年
〕

一
九
九
九
年
）
の
竹
簡
の
配
列
に
従
っ

の

「
郭
店
楚
墓
竹
簡

は
隷
定
・
繹
読
が
難
し
く
、

し
て
如
何
な
る
氣
な
の
か
が
明
確
で
は
な

7

注
6
前
掲
『
楚
地
出
土
戦
園
簡
冊
合
集
(
-
)
』
参
照
。

い
る
部
分
に
開
し
て
、

に
つ
い
て

つ
つ
可
能
な
限
り
補
っ
た
。

10 

に
お
い
て

て

釘

竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
記
眺
に
闊
し
て
は
、

き

の

で
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

よ
り
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
煩
雑
を
避
け
注
記
を
省
い
た
。
ま
た
、

つ
い
て
は
雨
者
と
も
可
能
な
限
り
通
行
の
字
骸
に
改
め
、
ま
た
一
部
私
見
に

島
大
學
敦
育
學
部
研
究
紀
要

す
な
わ
ち
喜
怒
哀
悲
の

（三

0
)
の

性
な
り
」
の

で
あ
る
こ
と
，

（
三
一
）

の

よ、
,
1
 

と
は

二
0
0

0
0
 

二
0
0
四
年
）
に
よ
る
。
な
お
、

人
文

1
0
0
0
 

(
-
）
（
二
）
（
三
）
（
四
）

0
0
 

，
 

に
よ
る
。
上
博
楚
簡
に
闊
す
る
引
用
は
、

に
収
録
。
）
参
照
。

漠
大
學
簡
吊
研
究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
、
文
物
出
版
社
、
二
〇

一
年
）

゜

在
自
然
萬
物
和
人
罷
之
中
，
有
其
自
身
存
在
和
運
動
的
秩
序
，

一
個
涵
蓋
自
然
、

よ
う
に
、
中
固
の
先
行
研
究
は
上
述
の
日
本
の
研
究
者
と
は
か
な
り
立
場
を

（
荊
州
市
博
物
館
、

文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
及
び
『
楚
地
出
土
戦
園
簡
冊
合
集
（

『
上
海
博
物
館
蔵
戦

（
上
海
古
籍
出
版
社
、

嗅

48
有
味
、

凡
物
49
有
本
有
標
、

る
者
、
皆
な
喜
有
り
怒
有
り
、
懺
有
り
慇
有
り
。

わ
り
有
り
始
め
有
り
。
）
但
し
、

-
）
の
文
獣
的
性
格
」

所
収
。
後
、
浅
野
裕

）
』
（
武

二
0

6

以
下
、
郭
店
楚
簡
に
闊
す
る
引
用
は

異
に
し
、
本
論
考
の
問
題
意
識
を
そ
も
そ
も
共
有
し
て
い
な
い
。

ら
除
い
た
。
な
お
、

』
に
つ
い
て
は
、

儒
家
系
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

の
封
象
か

社
會
和
人
生
的
普
遍
概
念
，
開
始
成
為
哲
學
範
疇
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

社
會
和
人
的
発
展
髪
化
。
《
左
偕
》
、
《
園
語
》
的
氣
，

《
國
語
》
認
為
氣
是
天
地
陰
陽
之
氣
，

に
つ
い
て
は
、

凡
そ
物
、

L_  

の
も
の
を 冬ヽ，ぶ

小
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科
學
』

に
収
録
）
参
照
。

計
是
属
炉
字
的
誤
寓
。
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
李
零
氏
の
見
解
に
従
う
。

湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
文
節
に
つ
い
て
」
（

研
究
集
刊
』
第
三
六
琥
、
二

0
0
四
年
）
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
「
従
政
」

に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
竹
簡

博
楚
簡
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
祁
譲
と
放
伐
」
（
『
中
園
研
究
集
刊
』
第
三
六

琥
、
二

0
0
四
年
。
後
、
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
陸
思
想
ー
上

博
楚
簡
研
究
ー
』
〔
汲
古
書
院
、

1
0
0
五
年
〕
に
収
録
。
）
、
及
び
拙
稿
「
戦

0
0
四
年
。
後
、
前
掲
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
圃
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』

拙
稿
「
『
園
語
』
周
語
に
お
け
る
氣
」
（
『
中
國
研
究
集
刊
』
第
八
琥
、

八
九
年
）
、
「
氣
の
思
想
の
成
立
ー
『
國
語
』
に
お
け
る
氣
を
中
心
に
ー
」
（
『
新

潟
大
學
敦
育
學
部
紀
要
（
人
文
・
社
會
科
學
編
）

一
九
九
七
年
第
五
期
）
参
照
。

一
巻
第
二
琥
、

九
一
年
）
参
照
。

湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
「
荊
門
郭
店
一
琥
楚
墓
」
（
『
文
物
』

一
九
九
七
年
第

七
期
）
、
崖
仁
義
「
荊
門
楚
墓
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
（
『
荊
門
社
會

馬
承
源
「
前
言
：
戦
國
楚
竹
書
的
登
現
保
護
和
整
理
」
（
『
楚
竹
書
』
所
収
）
、

「
馬
承
源
先
生
談
上
博
簡
」
（
上
海
大
學
古
代
文
明
研
究
中
心
•
清
華
大
學
思

想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館
蔵
戦
園
楚
竹
書
研
究
』
〔
世
紀
出
版
集
圃
・
上

一
九

思
想
史
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
は
濁
浅
邦
弘
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

[
附
記
]
本
稿
は
、
科
學
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
B

「
中
國
新
出
土
文
獣
の

一
九

歴
史
と
文
化
ー
』
第
二
琥
、

海
書
店
出
版
社
、
二

0
0

年
〕
所
収
）
参
照
。
な
お
、
上
海
博
物
館
に
お

け
る
戦
園
時
代
の
時
代
厘
分
は
、
「
早
期
」
と
「
晩
期
」
と
の

二
0
0
五
年
）
参
照
。

第
五
五
集
、

0
0
三
年
）
、
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命

拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
個
先
』
に
お
け
る
氣
の
思
想
」
（
『
中
園
研
究
集
刊
』
第

三
六
琥
、
二

0
0
四
年
）
参
照
。

注
12
前
掲
の
拙
稿
「
『
園
語
』
周
語
に
お
け
る
氣
」
、

分
法
で
あ
る
。

の
思
想
の
成
立
ー

に
お
け
る
氣
を
中
心
に
ー
」
、
及
び
「
『
左
億
』
に
お
け
る
氣
の
思

想
ー
『
國
語
』
に
お
け
る
氣
の
思
想
と
の
比
較
を
中
心
に
ー
」
（
『
東
ア
ジ
ア
ー

一
九
九
三
年
）
参
照
。

麗
楚
簡
『
容
成
氏
』
に
お
け
る
身
罷
障
害
者
」
（
『
福
祉
文
化
』

琥、

18 17 

12

『
容
成
氏
』
を
儒
家
の
文
獣
と
見
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕

「上

の
欠
損
に
よ
り
、
内
容
未
詳
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』

の
性
説
」
（
『
闘
語
敦
育
論
叢
』
第
一
四
琥
、

者
の
心
構
え

11 

16

拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
上
海
博
物
館
蔵
『
性
情
論
』
と
の
開
係
」

八
四
頁


